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学年・教科・担当者   ３ 年    数学Ａ       篠田 徹 

  

学

期 
月 学習内容 学習のねらい 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 １章 多項式 

    １．多項式の計算 

 

 

    

    ２．因数分解 

 

    ３．式の計算の利用 

     

 

○単項式と多項式の乗法の計算ができる。 

○乗法公式を見いだしそれを利用して展開できる。 

○乗法公式を利用していろいろな式をくふうして展開で

きる。 

○因数分解ができる。 

○乗法公式を利用して因数分解ができる。 

○数の計算や式による証明に展開や因数分解を利用する

ことができる。 

 

７ 

 

 

  

９ 

 

 

 ３章 ２次方程式 

    １．２次方程式のその解き方 

 

 

 

                  

                

                 

 ２．２次方程式の利用 

 

 

     

 

 

 

○2次方程式やその解について理解する。 

 

○平方根の考え方を利用して解くことができる。 

 

○解の公式を利用して解くことができる。 

 

○因数分解を利用して解くことができる。 

 

○いろいろな問題を 2次方程式を利用して解くことができ

る。 

 

 

 

  

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 ４章 関数 ｙ＝ａｘの２乗 

    １．関数ｙ＝ａｘの２乗 

 

 

 

 

○２乗に比例することの意味を理解する。 

○式に表す。 

○ｙ＝ａｘの２乗の式を求める。 

○ｙ＝ａｘの２乗のグラフを書き、その特徴を理解する。 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

 

 

 

 

 

 

    ２．いろいろな関数の利用 

 

○関数ｙ＝ａｘの２乗の値の増減や変化の割合を求める。 

○一次関数と特徴を比較する。 

 

○身の回りの問題を関数ｙ＝ａｘの２乗を利用して解決

することができる。 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ８章 標本調査 

    １．標本調査 

 

 

    ２．標本調査の利用 

 

 

 

 

 

○身の回りの問題を、関数を利用して解決することができ

る。 

○身の回りで行われている調査には標本調査と全数調査

があることを知り、必要性と意味を理解する。 

○標本調査では、標本を無作為に抽出する必要性があるこ

とを知る。 

○身の回りの問題を、標本調査を利用して解決することが

できる。 

○標本調査を利用して母集団全体の数量を推測すること

ができる。 

  

３ 

 

 

 

 

 

 

評価について 

評価の観点 評価の方法 

① 知識・技能 ノート、定期テスト、単元テスト など 

 

② 思考・判断・表現 ノート、定期テスト、単元テスト など 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度 授業中の観察、問題集や宿題プリントの達成状

況・提出状況 など 
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学年・教科・担当者   ３ 年    数学 B          来間 正明 

  

学

期 

月 学習内容 学習のねらい 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 ２章 平方根 

    １．平方根 

 

 

    

    ２．混合をふくむ式の計算 

 

 

 

 

 

○平方根の意味を理解し、ある数の平方根を求めること

ができる。 

○素因数分解ができ、それを利用してある数の平方根を 

求めることができる。 

○平方根の乗法、除法、加法、減法ができる。 

○分数を有利化することの意味を知り、有利化できる。 

 

 

 

 

７ 

 

 

  

９ 

 

 

   ５章 相似な図形 

    １. 相似な図形 

 

                  

   

                

   ２. 平行線と比 

 

 

 

      ３. 相似な図形の面積と体積 

  

 

 

 

 

○図形の相似の意味と表し方を知る。 

○相似な図形の性質を確認する。 

○相似比の意味を知り、相似比を求めることができる。 

○相似な図形の辺の長さを辺の比を利用して求めること

ができる。 

○ 三角形と辺の比を利用して、線分の長さを求めること

ができる。 

○平行線と比の定理を利用して、線分の長さを求めるこ

とができる。 

○ 相似な図形の面積比や体積比を理解し、求めることが

できる。 

 

 

 

  

10 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

 

   ６章 円 

    １. 円周角の定理 

 

 

    

 

   ２. 円周角の定理の利用 

 

 

 

○円周角の意味を理解し、円周角の定理を利用して角の

大きさを求めることができる。 

○円周角の定理の逆を理解する。 

 

○円周角の定理を利用して、作図の方法や図形の性質を

考察できる。 

 

 

 

１ 
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２ 

 

 

 

  ７章 三平方の定理 

  １. 三平方の定理 

 

   

  ２. 三平方の定理の利用 

 

 

 

  

 

○三平方の定理を理解し、利用して直角三角形の辺の長

さを求めることができる。 

○三平方の定理の逆を理解する。 

○三平方の定理を利用して、直方体の対角線の長さや、

円錐、角錐の高さを求めることができる。 

○これまでに学んだ図形の性質を利用し、問題を解決で

きる。 

 

  

３ 

 

 

 

 

評価について 

評価の観点 評価の方法 

② 知識・技能 ノート、定期テスト、単元テスト など 

 

② 思考・判断・表現 ノート、定期テスト、単元テスト など 

 

③ 主体的に学習に取り組む態度 授業中の観察、問題集や宿題プリントの達成状

況・提出状況 など 

 


